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船舶事故調査報告書 

 

                             平成２７年４月３０日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  庄 司 邦 昭（部会長） 

                         委   員  小須田   敏 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 衝突（かき筏
いかだ

） 

発生日時 平成２６年７月２６日 ２１時２０分ごろ 

発生場所 広島県広島港 

広島港西防波堤灯台から真方位２８５°２,８００ｍ付近 

（概位 北緯３４°２１.０５′ 東経１３２°２５.５４′） 

事故調査の経過  平成２６年７月２９日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

プレジャーボート アクセス、５トン未満 

 ２８０－２６５７４広島、株式会社ベストナビ 

 ７.６０ｍ（Lr）×１.９０ｍ×０.９７ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、１９１.２kＷ、不詳 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ３５歳 

 二級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士 

  免許登録日 平成２１年７月２２日 

  免許証交付日 平成２６年７月１８日 

         （平成３１年７月２１日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 本船 船底部に擦過傷 

かき筏 かき筏１台に破損、かき筏を固定するワイヤに破損 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、知人６人が同乗し、広島港で行わ

れた広島みなと夢花火大会の観覧を終え、帰港のため船長が操船して

航行中、平成２６年７月２６日２１時２０分ごろ、広島市江波沖
え ば お き

町南

方沖に設置されたかき筏に衝突し、同筏上に乗り揚げた。 

（付図１ 事故発生場所概略図 参照） 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南南西、風力 ３、視界 良好 

海象：潮汐 高潮時 

 その他の事項  本船が衝突したかき筏は、縦約２０ｍ、横約１０ｍであり、直径約

２０～２５㎝、長さ約７～８ｍの竹で組まれており、かき筏１０台を

１連として５連が設置され、１連を直径２４mm、長さ約３００ｍのワ

イヤロープで固定し、ワイヤロープの両端に重量約１０ｔの錨が取り

付けられていた。 
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 かき筏５連の北東端及び南東端には、それぞれ以下の諸元の標識灯

が設置されていた。 

 灯  色 黄色 

 光達距離 約５.５㎞ 

灯  質 毎４秒に１閃光 

広島みなと夢花火大会開催に当たり、主催者である広島祭委員会

は、そのホームページに広島海上保安部と連名で、航泊禁止区域、か

き筏設置区域及び衝突・乗揚海難発生地域を示した「花火大会海域付

近の概要図」を掲載し、以下の事項等を周知していた。 

・プレジャーボート等小型船舶での観覧は自粛してください。 

 ・花火が終了すると帰る船舶で大変混雑しますので、他の船舶に注

意して、速力を落として航行してください。衝突・乗揚海難が多

発しています。 

 ・事故防止のために次の事項を守ってください。 

  ① 見張りを十分に行うこと 

  ② 移動時は速力を落とすこと 

  ③ 停泊灯、航海灯を点灯すること 

  ④ 救命胴衣を着用すること 

  ⑤ 飲酒運転は厳に慎むこと 

⑥ 花火終了後は、観覧船が少なくなってから航行すること 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

不明 

不明 

不明 

 本船は、広島港を航行中、かき筏に衝突したものと考えられるが、

船長から情報が得られなかったため、衝突に至った状況を明らかにす

ることはできなかった。 

原因  本事故は、夜間、本船が、広島港を航行中、かき筏に衝突したこと

により発生したものと考えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・航行中は、常時適切な見張りを行うこと。 
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  付図１ 事故発生場所概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


